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教科 科目 現代文B ２年次

２．学習の到達目標

近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、
考え方を深め、進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育む。

３．学習評価（評価規準と評価方法）

ａ：関心・意欲・態度 ｂ：話す・聞く能力 ｃ：書く能力 ｄ：読む能力 e：知識・理解

使用教科書 高等学校改訂版「現代文Ｂ」　（第一学習社）

副教材等
新版三訂カラー版新国語便覧（第一学習社），新版カラー版新国語便覧　準拠ノート＜新版＞（第一学習
社），論読　現代文２（浜島書店）

１．担当者からのメッセージ（学習方法等）

・グローバル社会の中で自らのアイデンティティーを保ちつつ他者とつながっていくことができる言語能
力を育てる。
・ICT機器を活用する。またグループワークなどの活動を取り入れ、対話を重視した授業を行う。
・評論、小説を中心にして読解力をつけ、語彙力を高めていく。また、感想文や短歌や俳句、詩などの
創作活動も行い、言語によるアウトプットも重視する。
・情報を入手し、自らがまとめ、発信するプレゼン力に取り組む。

　上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
　学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

国語で伝え合う力を進ん
で高めるとともに、言語
文化に対する関心を深
め、国語を尊重してその
向上を図ろうとする。

目的や場に応じて
効果的に話し的確
に聞き取ったり、
話し合ったりし
て、自分の考えを
まとめ、深めてい
る。

相手や目的、意図に
応じた適切な表現に
よる文章を書き、自
分の考えをまとめ、
深めている。

文章を的確に読み
取ったり、目的に
応じて幅広く読ん
だりして、自分の
考えを深め、発展
させている。

伝統的な言語文化及
び言葉の特徴やきま
り、漢字などについ
て理解し、知識を身
に付けている。

・行動の観察
・記述の点検（ノート、
ワーク、ワークシート
等）

・行動の観察（発
表などのパフォー
マンスの評価な
ど）

・記述の確認及び分
析（ノート、ワー
ク、ワークシート、
原稿用紙等）

・行動の観察
・記述の確認及び
分析（ノート、
ワーク、ワーク
シート等）
定期考査

・行動の観察
・記述の確認（ノー
ト、　ワーク、ワー
クシート等）
・定期考査
・小テスト



ａ ｂ ｃ ｄ e

手の変幻

４．学習の活動

学期 単元名 学習内容
主な評価の観点

単元（題材）の評価規準 評価方法

◎ ◎

ａ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

・授業態度
・発問評価
・指名音読
・学習課題集の提出
・定期考査

ｂ：相手の考えを踏まえ、自分の
考えを説明したり、考えを相対
的に話し合っている。

ｃ：適切な表現で文章を書いて
いる。

ｄ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

e：文章の形態や文体の違いに
よる特色について理解してい
る。

1

「自明性
の罠」か
らの解放

・評論の基本的な読み
方を習得する。
・「時間」をめぐる具
体例と、結論部分の抽
象的な記述との関係を
理解する。
・「『自明性』の檻」
の外部に出ることの意
義について、考えを深
める。

◎ ○ ○

◎

ａ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

・授業態度
・発問評価
・指名音読
・学習課題集の提出
・定期考査

ｂ：相手の考えを踏まえ、自分の
考えを説明したり、考えを相対
的に話し合っている。

ｄ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

e：文章の形態や文体の違いに
よる特色について理解してい
る。

1

・評論の基本的な読み方を習得
する。
・着眼点の鋭さによって、よく
知られた具体的な事例が抽象的
に深められていくおもしろさを
味わう。
・筆者の考えを参考にして、人
間にとって「手」とはどのよう
なものであるかについて考えを
深める。

◎ ○ ○

◎ ◎

ａ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

・授業態度
・発問評価
・指名音読
・学習課題集の提出
・定期考査

ｂ：相手の考えを踏まえ、自分の
考えを説明したり、考えを相対
的に話し合っている。

ｃ：適切な表現で文章を書いて
いる。

ｄ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

e：文章の形態や文体の違いに
よる特色について理解してい
る。

1 山月記

・小説の基本的な読み方を習得
する。
・すぐれた短編小説の持つ緻密
な構成や文体を読み味わう。
・小説を自己の問題に引きつけ
ながら読む姿勢を養う。
・主人公の性格や生き方を鏡と
して、自分の中にいるかもしれ
ない「虎」について振り返り、
思索を深める。

◎ ○ ○

◎ ◎

ａ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

・授業態度
・発問評価
・指名音読
・学習課題集の提出
・定期考査

ｂ：相手の考えを踏まえ、自分の
考えを説明したり、考えを相対
的に話し合っている。

ｃ：適切な表現で文章を書いて
いる。

ｄ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

e：文章の形態や文体の違いに
よる特色について理解してい
る。

1
「私」中心
の日本語

・評論の基本的な読み
方を習得する。
・筆者が指摘する日本
語表現の特性を正しく
読み取る。
・日本人は自己を取り
巻く周囲の人々をどの
ように捉えているの
か、自分に引きつけて
理解する。

◎ ○ ○

◎ ◎

ａ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

・授業態度
・発問評価
・指名音読
・学習課題集の提出
・定期考査

ｂ：相手の考えを踏まえ、自分の
考えを説明したり、考えを相対
的に話し合っている。

ｃ：適切な表現で文章を書いて
いる。

ｄ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

e：文章の形態や文体の違いに
よる特色について理解してい
る。

2 こころ

・小説の読み方に習熟する。
・近代の代表的な小説を読むこ
とによって、近代という時代
や、時代と人間との関係につい
て理解を深める。
・小説に描かれた人間の心理を
じっくり読み込む。
・主人公の心情を自分に引きつ
けて理解する

◎ ○ ○



※ 年間指導計画（例）作成上の留意点

◎ ◎

ａ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

・授業態度
・発問評価
・指名音読
・学習課題集の提出
・定期考査

ｂ：相手の考えを踏まえ、自分の
考えを説明したり、考えを相対
的に話し合っている。

ｄ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

e：文章の形態や文体の違いに
よる特色について理解してい
る。

2
働かない
アリに意
義がある

・評論の読み方に習熟
する。
・アリのコロニーにお
ける「働かないアリ」
の意義について、正し
く理解する。
・安定した組織が持つ
特徴について、正しく
理解する。

◎ ○

◎ ◎

ａ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

・授業態度
・発問評価
・指名音読
・学習課題集の提出
・定期考査

ｄ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

e：文章の形態や文体の違いに
よる特色について理解してい
る。

2

わたしが
一番きれ
いだった

とき

・詩の基本的な読み方
を習得する。
・平易な表現にこめら
れた戦争に対する作者
の思いを読み取る。
・戦争に対する自分な
りの考えを深める。

◎

◎ ◎

ａ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

・授業態度
・発問評価
・指名音読
・学習課題集の提出
・定期考査ｃ：適切な表現で文章を書いて

いる。

ｄ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

e：文章の形態や文体の違いに
よる特色について理解してい
る。

3
トランス・
サイエン
スの時代

・評論の読み方に習熟
する。
・「シナリオ」という
考え方が、現実の問題
に取り組む際に持つ有
用性について理解す
る。
・「環境問題」に対す
る自分の立場を相対的
に捉える。

○ ○

　・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）
　 の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け
　 ている。

※ 表中の観点について ａ：関心・意欲・態度ｂ：話す・聞く能力

ｃ：書く能力 ｄ：読む能力 e：知識・理解

◎ ◎

ａ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

・授業態度
・発問評価
・指名音読
・学習課題集の提出
・定期考査

ｂ：相手の考えを踏まえ、自分の
考えを説明したり、考えを相対
的に話し合っている。

ｄ：文章の筋道を的確にとらえよ
うとしている。

e：文章の形態や文体の違いに
よる特色について理解してい
る。

3
バグダッ
ドの靴磨

き

・まとまった分量のあ
る小説を読解する。
・作品の背景と登場人
物の心理を理解する。
・戦争に巻き込まれた
子供の心情に迫り、自
己の問題として考え
る。

○ ○


